
前号（204号）では青色申告のメリットと

申告の手続き、複式簿記への切り替え方法に

ついて述べました。さらにもう一歩進めて経

営の確立を図ろうという人は、法人化を考え

ることも経営を進展させるためには必要だと

思います。最近は法人化が脚光を浴びて、農

業経営を法人化する人が増加しています。国

でも政策として法人化について一層の支援を

することが方針として示されています。そこ

で本号では、畜産経営の法人化についてメリ

ットやデメリット、新会社法などを絡めて紹

介します。

法人になると一定の規制を受けることにも

なりますが、この規制をバネとしてさらに飛

躍することができます。皆さんの周りにも最

近農業法人が多く見受けられるようになった

と思います。このような人たちは、自ら法人

のメリットを生み出し、生き生きと事業を展

開しています。今や相談体制も整い地元の畜

産会や農業委員会、普及指導センターやＪＡ

でも相談ができるようになっているところが

あります。難しく考えずにぜひとも気軽に相

談してみてください。

では、法人化することによるメリットは何

か、その主なものを挙げてみましょう。

制度上のメリット

税金が軽減されます。

・役員や家族従事者に報酬や給与を支払う

ことができるため、課税所得が軽減されます。

1

No.205

志渡　和男

小迫　孝実

唐沢　長嘉



No.205

2

また、報酬や給与は給与所得控除などがあ

るため、全体での納税額が軽減されます。

・退職金を支払うことができます。

・将来の相続対策にも活用することができ

ます。

・農業生産法人は肉用牛の免税適用が受け

られます。

制度資金の融資額が個人よりも拡大され

ます。

農業生産法人の特例の適用を受けることが

でき、経営を有利に展開することができます。

社会・労働保険の加入で雇用労働の導入

や雇用の安定化が図られます。

制度外のメリット

家計と経営の分離が明確となり、経営体

として確立します。

経営が合理的に運営されます。

信用の増大により取り引きが増大します。

後継者の確保が有利となります。

都合の良い時期に決算時期を選択するこ

とができます。

デメリット

法人化には有利な面がある反面、一方では

事務処理の煩雑さや金銭面での負担の増加な

どデメリットもあります。しかし、これらは

法人として当然の義務や負担として生ずるも

のがほとんどです。これらのことを十分に熟

知して取り組むことが必要です。

規模が小さいと負担等が増加します。

経営の展開など今後の事業を有利に活用

するなど、活用の方法がありますが、税金

面からでは所得が1000万円を超えた時が法

人化を検討すべき時期だと思います。

農地の権利を取得するには多額の税負担

（表１）法人化の利点と義務・負担
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が発生する場合があります。

農地価額の高い都市地域では譲渡所得

税、相続税などの関係に留意が必要です。

社会保険などの加入に当たっては、経費

負担が必要です。

運営経費や税理士顧問料などの経費負担

が増加します。

農業生産法人の特例

農業生産法人の場合には次の特例がありま

す。

肉用牛売却所得の課税特例

肉用牛を一定の条件によって飼育し販売

した場合には、個人と同様に免税の特例が

受けられます。

現物出資による不動産取得税の特例

農地など不動産を現物出資した場合に

は、不動産取得税が軽減されます。

特定農業法人の農用地利用集積準備金制度

特定農業法人の場合には、農業の売り上

げの９％が農用地利用集積準備金として非

課税扱いにすることができます。

農地の譲渡所得税の「800万円の特別控

除制度」

農業委員会の斡旋により法人に農地を譲

１．有限会社法が廃止された

有限会社は株式会社に統合された

会社設立は株式会社か合同会社（ＬＬＣ）か有限責任事業組合（ＬＬＰ）となる

２．最低資本金制度が廃止された

一口の金額は均等であること

１円でも設立が可能

３．株式の売買は原則自由

農業生産法人は株式の譲渡については、取締役会の承認を要す譲渡制限付きが必要

農地の耕作を必要としない場合は農業生産法人でなくともよいため株式の売買の制限は不要

４．資本金調達が楽になった

議決権のない株式や配当優先の株式、自己株式の取得など

５．類似商号廃止

類似商号については廃止された。しかし、調査をしておくことはよい

「類似商号調査のための閲覧申請書」

６．１人でも設立できる

取締役が１人でも良い

取締役会の必置義務が廃止された

７．監査役も置かなくとも差し支えがない

８．払込金保管証明書が不要になった

資本金相当額が払い込まれている発起人の預金通帳の写しでもよい

（表２）新会社法による法人設立の改正事項
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渡した場合には800万円の特別控除が受け

られます。

割増償却制度

農業生産法人は割増償却の特例を受ける

ことができます。

農事組合法人の特例

農事組合法人の場合には次のような特例が

あります。

税率

税率は法人の課税所得に関係がなく一律

22％となります。

従事分量配当・利用分量配当の損金算入

従事分量配当や利用分量配当を行うこと

ができ、損金に算入されます。

事業税の軽減

農業経営の事業税は非課税扱いとなります。

加入金の益金不算入

組合員の法人加入金は非課税扱いとなり

ます。

登録免許税の免除

（表３）法人の設立から運営までの流れ
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法人設立の登録免許税は非課税となります。

印紙税の非課税措置

組合員に対する印紙税は非課税となります。

国では農業経営の法人化に対して大きな期

待をしており、支援活動を行っています。そ

（表４）農業生産法人と一般法人
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れは、法人化をすることによって次の点に期

待しているためです。

農業経営の改善を図る手段として有効であ

ること

家計と経営が明確に分離され、経営基盤が

整っているため、経営の改善が行いやすく企

業としての進展に期待ができること。

他産業並みの就業条件で担い手確保になる

こと

労働条件が整備され雇用が確保される等、

農業が魅力のある職業となることが期待され

ること。

最近、農業経営も法人化する傾向が多くみ

られます。法人化をするに当たっては、単に

法人化をすれば経営が良くなるというもので

はありません。経営者自身が法人化を目指す

目的を明確に捉え、法人化によって経営の確

立を図り、自らの力によってメリットを享受

（表５）法人組織の比較

※１　ＬＬＣ（合同会社）
①株式会社と並ぶ会社の一類型
②法人格を有し、単一体として権利能力を持つ
③会社の意志決定は原則として社員の総意によるが、定款で意志決定の方法の変更が可能
④帳簿（複式簿記）、財務諸会計表の作成・保存等が義務
⑤出資者の出資比率と異なる柔軟な損益配分可能

※２　ＬＬＰ（有限責任事業組合）
①複数の者が出資をして共同で事業を営む契約をすることによって成立
②複数人の契約的結合であり、組合はそれ自体が単一体として権利能力を認められる法人ではないことから、組合名義で対外的法律行為
（契約、財産・農地取得等）はできない（組合員が共同で行う）。
③組合の意志決定は組合員の総意による。（特に重要な決定は総組合員の同意を要するが、これ以外については、組合契約書をもって変更が
可能）
④帳簿（複式簿記）、財務諸会計表の作成・保存等が義務
⑤出資者の出資比率と異なる柔軟な損益配分可能
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することが大事です。このためには、経営者

自身が経営管理能力を持つなどの条件が必要

となります。そのためには、まず何よりも複

式簿記についての理解が欠かせない要件とな

ります。

今年の５月１日から新会社法が施行されて

会社の設立が容易にできるようになりまし

た。ぜひこの機会に会社について検討してみ

てください。

（表６）設立費用関係
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耕作放棄地など低未利用地の拡大に対し、

草食家畜の能力を活用して土地を保全しつ

つ、家畜生産を行う放牧利用が広がりをみせ

てきています。もとより放牧は、省力、低コ

スト、国土や飼料資源の有効利用といった大

きなメリットを持つ飼育方式ですが、近年、

設置が容易なソーラー式簡易電気牧柵や小型

ピロプラズマ病の予防効果の高いプアオン法

によるダニ駆除剤などの技術が普及したこと

や、飼料自給率向上に向けた行政をはじめさ

まざまな組織の取り組みにより、放牧がぐっ

と身近なものになってきました。

これまでに放牧経験のない舎飼いの牛は、

放牧地へ出すときに劇的な環境変化の影響を

受けることになります。牛を放牧地で生活さ

せるためには、牛舎環境とは全く異なる気象、

地形、施設、飼料などに十分に慣れさせる必

要があります。ここでは、これらの環境変化

について整理するとともに、牛が受けるスト

レスを緩和するための放牧馴致の方法とその

効果、放牧牛の取り扱いについても紹介した

いと思います。

（1）放牧地で生活するために牛に要求され

る能力

牛舎は、①気象要因から牛を守るためのシ

ェルター、②牛を管理しやすくするための拘

束の場、③飼料給与をコントロールする場、

として機能しています。一方、放牧地では、

厳しい気象や険しい地形に対して、牛自らが

行動的あるいは生理的に反応して身を守る必

要があります。飼料についても、食べやすい

ように加工され、飼槽に与えられたものとは

異なり、自ら可食草を探して歩き、維持や生

産に必要な養分量を食い込む必要がありま

す。しかも、放牧地では牛舎にいるときより

余分にエネルギーが必要になることに加え、

生草は水分（約80％）を多く含むので、必要

な養分量を摂取するためには時間をかけて大

量の草を食い込まなくてはなりません。草地

条件にもよりますが、通常放牧牛は１日のう

ち飼料摂取に６～８時間をかけます。また、
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牛は群れで生活する動物であるため、放牧地

では牛群の個体間にみられる社会的序列を尊

重した集団ルールに沿った行動が要求されま

す。

（2）放牧開始時の牛の生理的変化

放牧開始直後の牛は、新しい環境下でエネ

ルギーを大量に消費し、また、飼料の変化に

よって第一胃内の状態もダイナミックに変動

します。放牧初期には急に代謝が活発になる

など、牛体に大きなストレスが加わっている

ことが分かっています。

①　消費エネルギーの増加

放牧地では食草時間や移動距離が長くなる

ため、より多くのエネルギーが必要となりま

す。単位面積当たりの可食草量が少ない放牧

地や、急な斜面が多い放牧地など条件の厳し

い放牧地では、体重を維持するためのエネル

ギー要求量は舎飼い時の約1.5倍になり、草

量が豊富で条件の良い放牧地でも舎飼い時の

1.15倍になると推定されています。

特に、放牧開始直後には、牛の体内で使わ

れるエネルギーの量が急激に増加します。黒

毛和種成雌牛の調査では、エネルギー消費量

は放牧開始とともに急増し、約１週間後にピ

ークに達しています。この時のエネルギー消

費量は、舎飼い時の約2.8倍にも上ります。

②　飼料の変化に伴う第一胃性状の変化

牛舎での濃厚飼料給与から放牧地での生草

のみの飼養に切り換えると、第一胃内の発酵

と代謝にさまざまな変化を引き起こします。

飼料の変化は、第一胃内の発酵の主役である

細菌やプロトゾアの種類と数を大きく変動さ

せ、それによって揮発性脂肪酸（VFA）など

の生産に影響を及ぼします。放牧開始後に

VFA濃度は約1.4倍に急上昇し、VFA組成は、

酢酸の急増とプロピオン酸の低下がみられま

す。この変化に連動して第一胃内のpHが変

動し、さらに生息する微生物叢の構成に変化

を起こします。

このような飼料の切り替えによって引き起

こされる一連の変動が収束し、第一胃内の性

状や消化吸収機能が安定するのは、放牧開始

後３週間くらいからです。

牛舎環境と比較したときの放牧環境の特徴

と、環境変化への対応を表にまとめました。

変化への対応には、大きく分けて、管理者が

主体となって放牧前に行う事項（表中□印）

と、放牧地において牛が自ら学習していく事

項（表中○印）があります。

（1）管理者が行う放牧馴致等

事前に管理者が行う馴致には、①外気への

馴致、②電気牧柵など施設への馴致、③飼料

への馴致、④牛群への馴致があります。これ

らは、放牧環境にスムーズに移行させること

を目的としており、その後の放牧地での牛の

生理的な順応や放牧行動の学習を助けます。

また、簡易電牧システムでは、脱柵防止のた

めに、ワイヤーに触れると痛いことを事前に

牛に学習させておくことが不可欠です。

その他に、牛に疾病やストレスをもたらす



環境要因への対応として、小型ピロプラズマ

病予防のためのダニ駆除剤の塗布、アブやサ

シバエなどの飛来吸血昆虫を捕殺するための

アブトラップの設置などがあげられます。ま

た、放牧牛の誘導・捕獲を伴う家畜管理作業

を安全かつ快適に行うためには、日ごろの牛

の取り扱いにおいて、人への恐れを強化する

ような方法（怒鳴り声、叩く、電気刺激など）

を用いないことや、放牧地の見回り時に牛群

内に入って個体観察を行うなどして、人の存

在を示しておくことが効果的です。

（2）放牧地における牛の学習

悪天候時の護身行動や傾斜地の歩行、生草

の摂食、放牧牛群の中での社会行動は、実際

の放牧地で牛が経験することによって学習し

ていきます。放牧地で牛が潜在的な能力を発

揮できるかどうかは、これらの学習にかかっ

ており、同じ群内の放牧経験豊富な牛の行動

や、管理者による事前の放牧馴致が学習を促

進すると考えられます。

シバ型草地放牧のように、草丈が短く密に

生えた草を摂取するのに効率的な食べ方を習

得しなければならない場合は、放牧１年目の

放牧環境に適応する途中段階で体重減少がみ

られますが、１シーズン中にほとんどの牛は

放牧地での生活ができるようになり、２シー

ズン目にはうまく生草を利用できるようにな

るため体重も安定してきます。放牧牛として

の貫禄は３～４年目から出てくるといわれて

いますので、将来を見越した放牧牛づくりを

行う必要があります。

ただし、なかにはうまく学習が進まない個

体もあり、①体重が減少するなど消耗が激し

く、②牛群からいつもはみ出しているといっ

た特徴がみられます。放牧に不向きと判断さ

れる個体は、早めに放牧対象牛から外してや

る必要があります。
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（表）牛舎と比較した放牧環境の特徴と環境変化への対応

項目

気象・暑熱環境

施設

飼料

社会構造

害虫

地形

管理者との関

係・行動制御

放牧地の特徴
悪天候（酷暑、厳寒、強風）、直射日光、

昼夜気温差、降雨
傾斜、複雑地形 ○歩行、行動様式の習得

□利用施設への放牧前馴致

□外気への放牧前馴致

○順応、護身行動の習得

□粗飼料・生草への放牧前馴致

○食草行動の習得
□事前の複数頭飼育

○社会行動の習得
□ダニ駆除剤（プアオン法）

□アブトラップ
□日頃の温和な取り扱い

□放牧地での個体観察の充実

電気牧柵、簡易スタンチョン
生草、摂取量（エネルギー消費量）増大、

摂取時間増大

社会的序列、先導追随関係、群行動

ダニの付着、アブ、サシバエの飛来

長距離化、非拘束、牛の自発的行動

対　　応

□：管理者が行うもの

○：放牧地で牛が学習するもの
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以上のような環境変化や放牧開始後の牛の

生理的変化を踏まえて、管理者が行う放牧前

の馴致方法の一例を以下に示します。

（1）馴致の目的

環境の激変によるストレスを軽減し、牛舎

から放牧地へスムーズに移行するために、放

牧未経験牛では放牧開始前に約４週間、経験

牛では約２週間の放牧馴致を行う。

（2）放牧馴致

１）放牧開始４週間前

①舎飼い期に伸びた蹄は、放牧地での歩

行に支障がないように削蹄しておく。

②パドックや庭先を利用して、日中の外

気に慣らす。

③徐々に粗飼料主体の飼料給与に切り換

えていく。このとき濃厚飼料は体重の

１％までにとどめる。

２）放牧開始２週間前

①パドックや庭先で飼養し、昼夜の外気

に慣らす。

②さらに濃厚飼料の給与量を減らす。

３）放牧開始１週間前

①飼料は粗飼料のみを十分に給与する。

②目の届きやすい身近なところに放牧で

きる場所があれば、放牧のみで飼養す

る。

（3）電気牧柵の馴致

放牧馴致期間に、パドックの内側に電気牧

柵を設置し、牛に自由に触らせてワイヤーに

当たると電気刺激を受けることを学習させ

る。

（4）放牧開始後

牛は、実際の放牧環境、牛群社会などに対

して、放牧開始後に慣れていくことになる。

最初の１ヵ月間は牛の状態に注意して観察

し、特に最初の１週間は重点的に観察を行

う。

（5）放牧終了後（放牧地から牛舎へ）

放牧終了後、放牧地から牛舎内への環境変

化は、多くは緩和される方向となる。ただし、

粗飼料から濃厚飼料への飼料の切り替えは、

第一胃内の状態を大きく変動させるため注意

を要する。アシドーシスを防ぐために急激な

濃厚飼料の給与は避け、通常の給与量には１

週間程度の期間をかけて徐々にあげていく。

放牧馴致の効果について、公共育成牧場の

ホルスタイン種雌牛を対象として、屋外気象、

飼料および群飼養への放牧前の馴致処理とそ

の後の放牧における日増体量、呼吸器病およ

び消化器病の発生率との関係が調べられてい

ます。

（1）日増体量と馴致の関係

放牧期間中の日増体量は、気象環境への馴

致方法別にみると、「屋外飼養」、上屋のみの

「半屋外飼養」、「舎飼い」の順に多くなって

います。また、飼料への馴致では、生草およ

び粗飼料ともに「馴致」が「馴致なし」より



多く、群飼養においても「馴致」が「馴致な

し」より多くなっています。これらは、馴致

によって放牧初期の環境の激変によるストレ

スを受けにくくなり、初期の発育停滞の影響

を少なくさせる効果が得られたことを示して

います。

（2）呼吸器病および消化器病と馴致の関係

放牧期間中の呼吸器病および消化器病の発

生率は、気象環境への馴致では、「屋外飼養」、

「半屋外飼養」、「舎飼い」の順に少なく、飼

料への馴致では生草および粗飼料ともに「馴

致」が「馴致なし」より少なく、群飼養にお

いても「馴致」が「馴致なし」より少ない傾

向にあります。また、馴致を行った牛では死

亡や途中退牧に至るケースも少なくなる傾向

にあります。いずれの方法においても、馴致

を行うことによって、呼吸器病および消化器

病の発生率が抑えられ、また、発症した場合

でも重症化しにくくなるといえます。

呼吸器病や消化器病には、牛の免疫力が低

下したときに、常在する病原体が増殖して発

症させるいわゆる日和見感染症も多くありま

す。このように牛の免疫力によって発症する

疾病に関しては、放牧馴致の効果が期待でき

ます。

家畜の衛生管理や運搬時には、放牧牛を捕

獲する作業が必要となります。放牧地に放し

て人の手を離れると、再捕獲に時間と労力が

かかってしまう個体もあれば、難なく捕獲で

きる個体もあります。放牧地での牛の取り扱

いが容易であることは、農家が放牧を導入・

継続するうえで重要な要素のひとつですの

で、家畜の取り扱いにかかわるソフト的側面

について紹介します。

（1）フライトゾーンとバランスポイント

人が接近したときに牛が逃げ始める瞬間の

人と牛との間の距離を逃走距離といいます。

逃走距離の長さは、個体の人への慣れやその

時の落ち着き方によっても変化しますが、フ

ィードロットの肉用牛では1.5～7.6m、粗放

管理の放牧牛で30mという報告があります。

逃走距離を面的にとらえたものが、フライト

ゾーンです（図）。放牧地でも素手で触るこ

とができるような牛（逃走距離０m）であれ

ば捕獲は困難ではありませんが、近づくと一

定の間隔をおいて離れていく放牧牛を任意の

場所まで誘導するには、牛の基本的な動きと

してフライトゾーンとバランスポイントの概

念を理解しておくことが役に立ちます。

フライトゾーンの境界は、これより外側に

人がいても牛は反応しませんが、内側に人が

進入すると逃走を始める境目です。バランス

ポイントはき甲部を中心として左右に延長し

た線上にあり、これより前方からフライトゾ

ーンに進入すると牛は後ろに逃げ、後方から

だと前に逃げます。牛を前に進めたり、止め

たりするためには、牛の後方から接近し、牛

の動きを見てフライトゾーンの境界あたりで

ゾーンへの出入りを行います（図中AとBの

位置）。牛は、水平に330°の広い視野をもっ
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ていますが、体の真後ろに死角があるので、

後方から接近してくる人が死角に入らないよ

うに弧を描いて前進します。放牧地で牛群を

誘導する時は、この基本概念と牛群内の個体

間に生じる先導追随関係を利用します。

（2）人と牛の関係の構築

もともと牛には、捕食者からの逃避を動機

づけるために、恐れの感情がプログラムさ

れています。特に、捕食者のサインでもある

見慣れないものや突然あらわれるものに強

い恐怖を感じ、逃走を始めようとします。

人に対しては日々の飼養管理を通じて慣れ

ますが、放牧地で自力で飼料摂取するよう

になり、人が近づいてくる時は注射など苦痛

を受ける時だけとなると、捕獲を嫌がったり

人を恐れたりする個体が出てくることがあり

ます。

放牧地での行動制御をスムーズに行うため

には、人のコントロール下にある牛舎での飼

育時に、①日常

的に穏やかに声

をかけながら飼

料給与やその他

の管理を行うこ

と、②怒鳴り声

やきつく叩くな

ど嫌悪刺激を与

えないこと、③

ブラッシングな

どで人に触られ

ることに慣れさ

せること、など

によって人の存在が安心できるものであるこ

とを常に牛に意識させてやり、人への恐怖感

を緩和しておきます。

特に、哺乳期など若い時期の取り扱い方は、

その後の取り扱いやすさへの影響が大きいこ

とが分かっています。放牧地に出した後でも、

牛群の中に入って牛を驚かせないゆっくりと

した動作で健康状態の観察を行うことや、少

量の濃厚飼料をやることで、人に対して過剰

な恐れを抱かせない良い関係を保つことがで

きます。

なお、人を恐れない牛は、近づいて捕まえ

やすくなりますが、人にじゃれつく行動や移

動時の誘導を無視するなどの問題行動をさせ

ないように、常に人の優位を保つことが重要

です。人工哺育する場合などで若齢期に模擬

闘争や遊戯の相手として人がかかわると、こ

のような問題の原因となることがあるので注

意が必要です。

（図）フライトゾーンの概念図
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放牧前の馴致は、牛が放牧環境に慣れる過

程の初めの段階を、人が管理可能な状況下で

先行しておくものです。環境変化によって牛

にかかる急激なストレス負荷への抵抗力をつ

ける役割を果たします。残りの過程は、放牧

地において牛が経験し学習することになりま

す。従って、放牧前馴致は、できるだけ放牧

環境の要素を取り入れて段階的に行うことが

望ましく、放牧開始後は、牛の行動や健康状

態をしっかり観察して、環境への慣れの度合

いを把握することが重要になります。

また、放牧すると牛が荒くなるとか野生に

戻るといった話を聞くことがあります。しか

し、実際に放牧を行っている農家には、その

ような問題が生じていないところも多くあ

り、このような農家では日ごろから人を恐れ

させない方法で家畜を扱っていることが多い

ようです。日常管理の中で「人への馴致（良

好な人と牛の関係構築）」にも気を配ること

によって、放牧牛の誘導や捕獲の作業が安全

かつ快適なものとなり、放牧のメリットを拡

大することができるものと思います。
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【カラーグラビア】 平成18年度全国優良畜産経営管理技術発表会開催される 
―佐藤さん（北海道足寄町）ら4経営が農林水産大臣賞に輝く― 

【追悼企画】 檜垣徳太郎前副会長を偲ぶ 
◇行政・国政の場で同じ道を歩む……大河原　太一郎 
◇近距離でみた檜垣流の決断の仕方……佐野　宏哉 
◇遺稿　畜産情勢・現在と未来……檜垣　徳太郎 

【特集】優れた経営管理技術に学ぶ―平成18年度全国優良畜産経営管理技術発表会より― 
◇〈審査講評〉高付加価値化と低コスト化を目指す経営管理技術を評価……審査委員長・横溝　功 
◇農林水産大臣賞受賞事例の概要 
①「多額負債」からの脱却と「ゆとり」経営の確立……〈酪農経営・佐藤智好・さくらさん〉 
②借入金ゼロに向かって努力を続けてきた和牛肥育経営……〈肉用牛肥育経営・田口正一さん〉 
③「佐賀牛」の低コスト生産プロジェクト……〈肉用牛肥育経営・㈲中村牧場〉 
④One＆Onlyのたまごを目指して……〈採卵鶏経営・㈲冨田養鶏場〉 

【今月のコーナー記事】 
「女性の視点」牛とともに歩む農家レストラン……尾古　満子 
「法人経営へのチャレンジ」第8回　新会社法のもとでの決算と監査……山崎　政行 
「畜産学習室」戦後畜産の展開過程（６）国際化の進展と畜産の展開②……近藤　康二 
このほか 
「家畜改良センターニュース」「Dr. オッシーの意外と知らない畜産のはなし」「トピックス」「畜
産！特産！ごちそう産！！」「畜産物の市況展望」などを掲載しています。ぜひご購読ください。 
＊1月号の特集は食育の推進と実践状況を予定しています。 

月刊「畜産コンサルタント」12月号　発売中 !

E-mail book@jlia.jp　URL http://jlia.lin.go.jp/
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（社）中央畜産会では、（独）家畜改良センターと協力し、改良センター本所内に国内外の畜産

に関する資料を一元的に管理・運営することを目的として「中央畜産情報資料センター」（以下

「資料センター」）を整備する事業を進めています。

近年、畜産関係団体は多様化しており、その団体再編・統合もまた急速に進んでいます。この

ような折、各団体で作成・収集していた貴重な畜産関係資料が散逸もしくは処分されてしまう可

能性が懸念され、迅速な集約化が急務となっています。

読者の皆さまや関係者の方で保管・発刊されている畜産関係資料がありましたら、資料センタ

ーまで寄贈いただきますよう、よろしくお願いいたします。資料センターへ送っていただく際は、

着払いで送っていただいて構いません（ただし、平成19年2月28日まで）。

なお、平成19年度以降につきましても、報告書等の印刷物、映像媒体（ビデオ・DVD等）を作

成した折には資料センターまで、１部お送りいただきますようお願いします。

また、資料センターで整備してほしい種類の図書等がございましたら、中央畜産会までお問い合

わせください。

＜送付先＞

〒961-8511 福島県西白河郡西郷村大字小田倉字小田倉原１

独立行政法人家畜改良センター　企画調整部 研修課 中央畜産研修施設

TEL:0248-25-7060

※資料確認の関係上、発送ご担当者氏名と送付冊数を荷札に明記してください。

＜本件にかかわる問い合わせ先＞

（社）中央畜産会　事業第一統括部（情報業務） 篠原・工藤　　
TEL：03-3581-6686 FAX：03-5511-8205

書籍等
・各事業等の報告書
・管内関係機関や団体等で発刊した資料・報告書
・年史
・講演会、研修会資料（冊子として体裁が整っているもの）
映像等
・記録映像（畜産関連イベント等）
・事業・制度等説明用映像
※ここに挙げたものはあくまで一例です。畜産に限らず、農業に関係する資料であれば何でも結構です。
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長野県南佐久郡南牧村で経産牛60頭（平均乳量：経産牛１頭当たり１万1000kg）、育成牛30

頭、飼料用トウモロコシ４ha、牧草地20haの経営を営む新海益二さんは、さまざまな工夫で
牛のための環境改善を行っています。新海さんは、「私が取り組んだいろいろな改善は、人間
が楽になるための改善ではない。牛のために必要だと思った改善であり、結果としてその後の
作業・飼養管理で人間が楽になったに過ぎない」といいます。牛のことを思い、牛のための環
境改善を行ってきた新海牧場のアイデアを紹介します。

新海さんは、ずっと両親と一緒に酪農を営んできましたが、平成14年に牛舎を新築して独立
し、自分の目指す酪農経営に取り組み始めました。この時、地元の獣医師等と相談し、今まで
培ってきた知識・技術をフルに生かし、考え抜いた牛舎を建設しました。
こだわりとしては、
①牛床の長さを左右変え、フレームサイズの大きい牛でも小さい牛でも対応できるようにした
②ニューヨークタイストールとし、一本チェーンの長さも独自の研究結果を基に決定した。ネ
ックレールの位置も高さも独自案である
③サイドパーティションの位置、スタイルも独自の考えを実現させた
④ウォーターカップ自体を可動式にして上げ下げ自由にした
⑤カウトレーナーの位置も独自案である
などです。これらのこだわりは、繋留

けいりゅう

していてもストレス
を感じない牛床にしたい、という考えからで、牛舎設計や
ストール改善は一体的なものであり、どれか１つ抜けただ
けでも充分な成果は得られないといいます。

分娩用牛房の天井に、吊り上げ用チェーンが設置してあ

唐沢　長嘉

牛舎内ストールの様子



No.205

17

ります。これは、分娩後に腰抜けした時、牛体を吊り上げ、
自分の足で立つ手伝いをするためのものです。最大の特徴
は、前後左右に可動式で、吊り上げている時牛の動きに合
わせて簡単にチェーンが移動し、牛体を無理に締め付けた
りしないように考えられています。
吊り上げる時も、腰角の前部にベルトを回し、下半身を
中心に吊り上げることにより、牛の立ちたいという気持ちを
助けるもので、足の治療をする時の吊り上げにも有効です。

市販のモップを改良し、パイプラインの上もきれいに拭
けるようにしました。下から見上げて、見えるところは誰
でもきれいにできますが、見えないところを簡単にきれい
にしたい、という発想からつくりました。

一般的には、一輪車や軽トラックで通路へオガクズを運
ぶことが多いですが、新海さんは15馬力トラクターに野菜
運搬用のコンテナを付けたものを使っています。軽トラで
は荷台の奥が深く、きれいにかき出すのに苦労しますが、
このコンテナは奥行きが浅いので、簡単にすべてのオガク
ズをかき出し、箕（み）でバンクリーナー内にオガクズを
まきやすいのが特徴です。

チューブバッグサイロにカラス等が集まり、つついて穴を開けることがよくあります。そこ
で、チューブバッグサイロの上へ長く一本の糸を張ることにより、立派な鳥よけになります。

以上のように、牛を第一に考えた環境改善が結果として人間が楽になる作業・飼養管理へと
つながっているのではないでしょうか。

可動式吊り下げチェーン
分娩舎の天井に設置。腰抜けの牛に対処。
１人でも対応可能

市販の安価なモップを利用して、パイプ
ライン等を掃除

オガクズ運搬車


